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自
他
へ
の
配
慮

語
　
句

 

こ
の
文
章
の
中
で
使
わ
れ
て
い
た
次
の
言
葉
を
使
っ
て
、

短
文
を
作
っ
て
み
よ
う
。

持
続
（
三
六
二
・
1
）

賛
同
（
三
六
一
・
3
）

亀
裂
（
三
五
九
・
11
）

多
彩
（
三
五
九
・
5
）

内
容
理
解

こ
の
文
章
で
筆
者
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て
論
じ
、
突
き
つ
け
る
よ
う
に
問
い
か
け
な
が
ら
、「
語
る
」

と
い
う
行
為
の
実
態
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
る
。
本
文
を
読
み
直
し
な
が
ら
、
空
欄
に
入
る
適
切
な
言
葉
を
補
っ
て

み
よ
う
。

　
抑
圧
か
ら
の
1

を
め
ぐ
っ
て
、
差
異
、
主
体
の
解
体
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
自
由
、
平
等
、
正

当
性
と
い
っ
た
多
彩
な
概
念
が
議
論
さ
れ
る
。
透
明
で
客
観
的
な
2

の
物
語
へ
の
疑
義
は
、

誰
に
よ
っ
て
、
誰
に
向
か
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
か
が
問
題
で
あ
る
。

・
語
り
は
、
語
り
手
の
意
図
を
超
え
発
せ
ら
れ
る
。
語
り
手
は
誰
か
、
語
り
手
は
ど
こ
か
ら
語
る
か
は
、
確
定

で
き
な
い
。
語
り
は
、
聞
き
手
に
届
い
た
と
き
、
聞
き
手
に
と
っ
て
の
語
り
と
な
る
。
聞
き
手
は
、
聞
く
こ

と
と
同
時
に
出
現
し
、
聞
く
行
為
が
持
つ
被
傷
性
を
受
け
入
れ
、
自
ら
の
聞
く
こ
と
の
潜
在
性
を
広
げ
る
。

聞
き
手
を
誰
と
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

・
私
た
ち
は
、
名
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
3

性
を
持
つ
と
い
う
の
に
、
そ
れ
が
不
可
避
な
こ
と
に
立
ち

つ
く
し
つ
つ
語
る
。
ど
の
よ
う
な
人
も
、
意
識
し
な
い
ま
ま
で
も
、
誰
か
に
届
い
て
い
な
く
て
も
、
人
は
語
る
。

だ
か
ら
、
名
づ
け
は
一
回
性
の
も
の
で
な
く
、
生
成
の
4

で
あ
る
。「
〜
で
あ
る
」
と

名
乗
る
、
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
す
る
の
で
は
な
く
、
語
り
に
よ
っ
て
「
〜
に
な
る
」、（
ビ
）
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト

す
る
の
だ
。「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
政
治
」
や
「（
ビ
）
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
の
政
治
」
が
、
名
づ
け
の
制
度

を
転
覆
さ
せ
る
の
に
効
果
的
な
唯
一
の
手
段
な
の
か
、
現
存
の
抑
圧
的
な
性
体
制
を
転
覆
す
る
た
め
に
不
可

避
な
戦
略
な
の
か
、
リ
ス
ク
を
背
負
い
実
践
さ
れ
る
社
会
構
築
的
な
戦
法
な
の
か
、
そ
こ
で
何
が
起
こ
っ
て

い
る
の
か
。

愛
に
つ
い
て�

竹た
け

村む
ら

和か
ず

子こ
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100

発
　
展

 

次
の
中
で
興
味
を
持
っ
た
事
項
に
つ
い
て
、
図
書
館
の

書
籍
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
使
っ
て
調
べ
て
み
よ

う
。

・
ト
リ
ン
・
Ｔ
・
ミ
ン
ハ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
か
。

・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
の
哲
学
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

・
バ
ト
ラ
ー
の
哲
学
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

要
　
旨

筆
者
の
考
え
の
中
で
最
も
大
切
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
、
指
定
さ
れ
た
言
葉
を
使
っ
て
、
百
字
程
度
の
文
章
に
ま
と

め
て
み
よ
う
。
　〈
指
定
語

―
自
己
・
差
異
・
語
り
〉

・「
わ
た
し
」
を
同
定
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、「
わ
た
し
で
な
い
」
も
の
を
生
み
出
し
、
そ
れ
と
の
差
異

化
を
は
か
る
。
差
異
が
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
可
能
性
の
条
件
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

構
築
の
限
界
を
定
め
る
も
の
」
な
ら
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
「
政
治
（
人
と
人
と
の
〈
あ
い
だ
〉
を
扱
う
）」

は
、「
5

（
自
己
の
中
の
〈
あ
い
だ
〉
を
扱
う
）」
へ
と
接
続
す
る
。

・
差
異
は
差
異
化
さ
れ
た
「
場
所
」
で
は
な
い
。「
持
続
と
は
、
自
己
に
対
し
て
差
異
を
生
じ
る
も
の
」
な
の

だ
か
ら
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
、「
6

に
対
し
て
差
異
を
生
ず
る
も
の
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

理
論
の
政
治
性
に
想
定
さ
れ
る
べ
き
「
主
体
性
の
自
由
」
を
、
自
己
へ
の
応
答
の
持
続
性
と
読
み
変
え
る
な

ら
ば
、7

の
次
元
（
人
と
人
の
あ
い
だ
）
で
求
め
ら
れ
る
責

リ
ス
ポ
ン
シ
ビ
リ
テ
ィ

任
は
、倫
理
の
8

（
自

己
の
中
）
で
の
「
応リ
ス
ポ
ン
シ
ビ
リ
テ
ィ

答
性
」
と
連
動
す
る
。

　「
語
り
手
」
は
語
る
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
過
去
の
物
語
の
「
聞
き
手
」
と
な
り
、「
聞
き
手
」
は
聞
く
行

為
に
よ
っ
て
9

の
語
り
の
「
語
り
手
」
と
な
る
。
語
り
は
、
時
の
持
続
の
中
で
時
を
引
き
寄
せ
、
語

り
手
聞
き
手
の
自
己
の
位
置
を
ず
ら
し
、
自
己
の
中
に
差
異
を
生
じ
さ
せ
る
。
語
り
と
い
う
、
間
主
観
的
な

政
治
的
行
為
は
、
自
己
へ
の
応
答
性
と
い
う
内
主
体
的
な
倫
理
行
為
と
し
て
体
験
さ
れ
、
そ
し
て
自
己
の
内

部
で
生
じ
た
差
異
は
、
再
び
語
り
と
い
う
10

的
な
係
争
へ
と
連
鎖
し
て
い
く
。
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